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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１フィルターセクションと、
　この第１フィルターセクションの下流に位置する第２フィルターセクションとを含む喫
煙品であって、
　第１フィルターセクションは、単位長さ当たりの第１の圧力降下を有する材料を含み、
第２フィルターセクションは、単位長さ当たりの第２の圧力降下を有する材料を含み、単
位長さ当たりの第２の圧力降下は、単位長さ当たりの第１の圧力降下より大きく、喫煙品
は換気空気をその量を選択的に変えて進入させるように構成されている換気システムを含
み、
　第１フィルターセクションに対して移動するように構成されたスリーブをさらに含み、
前記第２フィルターセクションは、スリーブ内に固定され、換気レベルが第１フィルター
セクションに対してスリーブの位置を選択することによって選択される喫煙品。
【請求項２】
　前記換気システムは、第２換気領域の上流で換気空気を進入させることを特徴とする請
求項１記載の喫煙品。
【請求項３】
　前記第１フィルターセクションは、 第１のトウ重量の繊維性フィルター材を有し、第
２フィルターセクションは、第２のトウ重量の繊維性フィルター材を有し、
　前記繊維性フィルター材の第２のトウ重量は、前記繊維性フィルター材の第１のトウ重
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量より大きいことを特徴とする請求項１または２記載の喫煙品。 
【請求項４】
　前記第１フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ未
満であり、第２フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、５ｍｍＨ２Ｏ／ｍ
ｍ超であることを特徴とする請求項１乃至３いずれか１項記載の喫煙品。 
【請求項５】
　前記第２フィルターセクションの単位長さ当たりの第２圧力降下は、前記第１フィルタ
ーセクションの単位長さ当たりの第１圧力降下より２～１５倍大きく、または前記第２フ
ィルターセクションの単位長さ当たりの第２圧力降下は、前記第１フィルターセクション
の単位長さ当たりの第１圧力降下より５～１２倍大きいことを特徴とする請求項１乃至４
いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項６】
　前記第１フィルターセクションは、第１の均質なフィルター材から形成され、前記第２
フィルターセクションは、第２の均質なフィルター材から形成されることを特徴とする請
求項１乃至５いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項７】
　前記第２フィルターセクションは、第１フィルターセクションとは別個であり、および
／または第１フィルターセクションに対して可動であることを特徴とする請求項１乃至６
いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項８】
　前記第２フィルターセクションの吸引抵抗は、第１フィルターセクションの吸引抵抗よ
り高く、または第１フィルターセクションおよびタバコロッドの吸引抵抗の合計より高い
ことを特徴とする請求項１乃至７いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項９】
　前記換気システムは、第１フィルターセクション内に換気空気を入れるように構成され
ていることを特徴とする請求項１乃至８いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１０】
　前記スリーブが第１フィルターセクションに対して回転可能であり、換気レベルが第１
フィルターセクションに対してスリーブの角度位置を選択することによって選択されるこ
とを特徴とする請求項１乃至９いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１１】
　前記スリーブは、第１フィルターセクションから長手方向に延伸可能であり、換気レベ
ルが第１フィルターセクションに対してスリーブの長手方向位置を選択することによって
選択されることを特徴とする請求項１乃至９いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１２】
　前記第１フィルターセクションの長さは、１９ｍｍであり、前記第２フィルターセクシ
ョンの長さは、８ｍｍであり、および／または前記換気システムは、喫煙品の吸い口端か
ら１６．５ｍｍの所で換気空気を供することを特徴とする請求項１乃至１１いずれか１項
記載の喫煙品。
【請求項１３】
　前記第１および第２フィルターセクションは、トウフィラメントを含み、前記第１フィ
ルターセクションは、トウ重量、単位容量のトウフィラメントの数、トウフィラメントの
断面およびひだ付けの度合いの内の１つ以上が前記第２フィルターセクションと異なるこ
とを特徴とする請求項１乃至１２いずれか１項記載の喫煙品。
【請求項１４】
　単位長さ当たりの第１の圧力降下を有する第１フィルターセクションを形成すること、
　単位長さ当たりの第２の圧力降下を有する別の第２フィルターセクションを形成するこ
とを含む喫煙品の製造方法であって、単位長さ当たりの第２圧力降下が単位長さ当たりの
第１圧力降下より大きく、
　１つ以上の追加の部材で第１フィルターセクションと第２フィルターセクションとを組
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み立てて、喫煙品を形成することをさらに含み、喫煙品は空気の量を選択的に変えて空気
を進入させるように構成されている喫煙品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施態様は、喫煙品および喫煙品の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１は、開口部間の回転の度合いを変えることによって空気による希釈を変
える喫煙品について記載している。しかしながら、この喫煙品は換気が増加すると実質的
に吸引抵抗が減少する。 
【０００３】
　喫煙品の吸引抵抗は、一定の特定の速度で煙が喫煙品を通過するのに必要とされる圧力
の尺度である。喫煙品は所定の範囲内に吸引抵抗を有するように製造方法によって構成す
ることが可能である。換気を変えられる喫煙品の吸引抵抗は、一般に換気の増加に伴い減
少する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施態様は、第１の態様において、喫煙品を提供し、第１フィルターセクショ
ンとこの第１フィルターセクションの下流に位置する第２フィルターセクションとを含み
、第１フィルターセクションは、単位長さ当たりの第１の圧力降下を有する材料を含み、
第２フィルターセクションは、単位長さ当たりの第２の圧力降下を有する材料を含み、単
位長さ当たりの第２の圧力降下は、単位長さ当たりの第１の圧力降下より大きく、喫煙品
は換気空気をその量を選択的に変えて進入させるように構成されている換気システムを含
む。
【０００５】
　本発明の実施態様は、第２の態様において、喫煙品の製造方法を提供し、単位長さ当た
りの第１の圧力降下を有する第１フィルターセクションを形成すること、単位長さ当たり
の第２の圧力降下を有する別の第２フィルターセクションを形成することを含み、単位長
さ当たりの第２圧力降下が単位長さ当たりの第１圧力降下より大きく、１つ以上の追加の
部材で第１フィルターセクションと第２フィルターセクションとを組み立てて、喫煙品を
形成することをさらに含み、喫煙品は空気の量を選択的に変えて空気を進入させるように
構成される。
【０００６】
　本発明の種々の実施態様を添付図面を参照して非限定的な例として説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明のいずれかの実施態様による喫煙品の一部の長手方向断面図である。
【図２】本発明の第１の実施態様による喫煙品の一部の斜視図である。
【図３】本発明の第２実施態様による喫煙品の側面図である。
【図４】一例である従来の喫煙品と本発明による喫煙品の換気レベルと開口紙巻きタバコ
圧力降下（ＰＤ）との関係を示すグラフである。
【図５】喫煙品の製造法を示す略式フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１はいずれかの実施態様による喫煙品１０を示している。喫煙品１０はタバコ、タバ
コ派生品、膨張タバコ、再生タバコまたはタバコ代替え品をベースにしているかに関係な
く紙巻きタバコ、シガーまたはシガリロなどの物品およびまた発熱するが燃焼しない製品
（即ち、喫煙材を燃焼させずに熱を加えることによって喫煙材から風味が発生する製品）
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である。便宜上、これらを本明細書中では「喫煙品」と言うことにする。 
【０００９】
　喫煙品１０は、タバコなどの喫煙材源を含む第１部分を含む。喫煙材源はタバコロッド
１１の形状であり、第１フィルターセクション１２に取り付けられる。タバコロッド１１
と第１フィルターセクション１２は、チッピング紙によって形成された第１フィルターセ
クションをタバコロッドに固定するカバー層によって接続されている。タバコロッド１１
および第１フィルターセクション１２をタバコユニットと言う。長尺のタバコロッド１１
および第１フィルターセクション１２は、喫煙品の長手方向軸を画定する。 
【００１０】
　第２部分はさらに喫煙品の第１部分に対して可動なスリーブ１３を含む。スリーブは、
タバコロッド１１および／または第１フィルターセクション１２の円周の周囲に延びてい
る管状である。管は円筒状であってもよい。スリーブ１３は紙で形成されている。第２フ
ィルターセクション１４は、スリーブ内にしっかりと取り付けられ、固定されている。第
１および第２フィルターセクション１２、１４は、それぞれ紙、例えばプラグラッパーな
どのシート材に包まれたフィルター材を含む。第１フィルターセクション１２は第２フィ
ルターセクション１４の上流にある。第２フィルターセクション１４は、第１フィルター
セクション１２に隣接して、これとは別個のスリーブ１３の吸い口端に位置している。こ
れとは別に第１および第２フィルターセクションは接続されている。
【００１１】
　タバコロッド１１とこれに取り付けられた第１フィルターセクション１２は、チッピン
グ紙（図示せず）によって連結されている。チッピング紙は、標準的なチッピング紙また
は比較的厚い凹凸のあるチッピング紙または板紙タイプのチッピング紙である。
【００１２】
　喫煙品１０には喫煙品１０の換気を調節できるように構成された換気システムが設けら
れている。換気システムは、第２フィルターセクション１４の上流でスリーブ１３に設け
られた１つ以上の第２換気領域１５を含む。喫煙品は、さらに第１フィルターセクション
１２の周囲に１つ以上の第１換気領域１６を含む。例えば、１つ以上の第１換気領域１６
は、第１フィルターセクションの周囲または第１フィルターセクションのフィルター材の
周囲のシート材の層によって画定されている。換気システムは、第１フィルターセクショ
ン内に換気空気を入れるために設けられている。「上流」および「下流」なる用語は、喫
煙品１０の長手方向軸に沿って煙が通過する方向に対するものであり、即ち「下流」は喫
煙品１０の吸い口端に向かう方向である。
【００１３】
　換気領域１５、１６は、換気開口部または空気透過性材として形成されている。一部の
実施態様では、スリーブ１３の換気領域１５が露出すると、空気が喫煙品１０の胴体内に
流れる。一部の実施態様ではスリーブ１３の第２換気領域１５と対応する第１フィルター
セクション１２の周囲の第１換気領域１６が位置合わせされると、空気が喫煙品１０の胴
体内に流れることができる。いくつかの例では換気領域１５、１６は、喫煙品の第１部分
を第２部分に対して回転させることによって位置合わせされる。特に換気はスリーブ１３
を第１フィルターセクション１２に対して回転させることによって調節される。換気シス
テムは、第２換気領域１５と第１換気領域１６の重なりを調節することによって調整され
る選択的に変えることができる換気レベルを供する。換気の量は、有効な換気領域に依存
し、第１および第２換気領域の重なりの領域によって決まる。換気レベルは、第１部分に
対する第２部分の位置を選択する、例えば第１部分に対して第２部分を回転させることに
よって選択することができる。従って、換気システムは、実質的に第２換気領域の上流で
空気の量を変えて取り込む種々の大きさの効果的な換気領域を供する。
【００１４】
　第１フィルターセクション１２および第２フィルターセクション１４は、従来のフィル
ター材で作製される。両方のフィルターセクションのフィルター材は、トウ、例えばセル
ロースアセテートトウであってもよい。第１フィルターセクションのフィルター材は、均
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質であり、これとは独立して第２フィルターセクションのフィルター材も均質である。「
均質」なる用語は、フィルター材が各フィルターセクションを通して実質的に均一であり
、第１および第２フィルターセクション１２、１４のそれぞれを通して長手方向および／
または半径方向に均一であることを意味するために使用されている。均質な第１フィルタ
ーセクションの少なくとも１つの物性は、均質な第２フィルターセクションと異なる。
【００１５】
　第１フィルターセクション１２は、第１の閉鎖吸引抵抗または圧力降下を供する。第１
圧力降下は第１フィルターセクションのフィルター材によって決まる。第１吸引抵抗は、
特定の速度で第１フィルターセクション１２を介して煙を引き込む際に必要な圧力を表す
。「圧力降下」なる用語は、「吸引抵抗」の代わりに用いることができる。圧力降下は、
水の距離高さを単位として表される（ｍｍＨ２Ｏ）。第１フィルターセクションは、第１
フィルターセクション１２を通る長手方向において一定である単位長さ当たりの第１圧力
降下または単位長さ当たりの吸引抵抗を有する。単位長さ当たりの圧力降下は、ミリメー
トル当たりで表され、即ちｍｍＨ２Ｏ／ｍｍの単位で表される。単位長さ当たりの第１圧
力降下は、第１フィルターセクションのフィルター材によって決まる。
【００１６】
　第２フィルターセクション１４は、第２フィルターセクション１４のフィルター材によ
って決まる単位長さ当たりの第２圧力降下を有する。第２フィルターセクション１４は、
第２の閉鎖吸引抵抗または圧力降下を定める。第２圧力降下または吸引抵抗は特定の速度
で第２フィルターセクション１４を介して煙を引き込む際に必要な圧力を表す。単位長さ
当たりの第２吸引抵抗（または圧力降下）は、第２フィルターセクション１４を通して長
手方向に一定である。第２フィルターセクション１４は、単位長さ当たりの第２圧力降下
を有するフィルター材を含むものとして考慮してもよい。
【００１７】
　本発明の態様において、第２フィルターセクション１４の単位長さ当たりの圧力降下は
、第１フィルターセクション１２の単位長さ当たりの圧力降下より大きい。別の態様では
第２フィルターセクション１４のトウ重量は、第１フィルターセクション１２のトウ重量
より大きい。第２フィルターセクション１４によって供される第２の密度は、第１フィル
ターセクション１２によって供される第１の密度より大きい。第２フィルターセクション
の単位長さ当たりの吸引抵抗は、第１フィルターセクションの単位長さ当たりの吸引抵抗
より大きい。任意に第２フィルターセクションの第２吸引抵抗は、第１フィルターセクシ
ョンの第１吸引抵抗より大きい。
【００１８】
　選択的な換気を行うこれら１つ以上の第１換気領域は、第２フィルターセクション１４
の上流にある。換気領域１５の下流の比較的高い単位長さ当たりの圧力降下は、換気が変
化すると、喫煙品１０の全長を通した全体的な吸引抵抗の変化の度合いは比較的小さくす
る。
【００１９】
　変化する換気領域１５は、実質的に第２フィルターセクション１４の上流に位置する。
喫煙品１０の換気によって喫煙品１０の長さ全体を通して吸引抵抗または圧力降下を減少
させる。換気空気が進入することによって換気領域の上流で喫煙品１０を介して引き込ま
れる空気の量を減少させ、換気する領域の上流の抵抗を感じさせる空気の量を減少させる
。換気空気は、実質的に抵抗なく直接入り込み、従って全体的な吸引抵抗または圧力降下
が減少する。特に換気領域１５を通る空気の進入によって換気領域１５の上流の喫煙品１
０のセクションを介した吸引抵抗を減少させる。換気領域１５の下流での喫煙品１０を介
した吸引抵抗は、換気の変化によって変わらない。  
【００２０】
　換気領域１５の下流の第２フィルターセクション１４のより高い密度（第１フィルター
セクション１２に対して）によって供される比較的高い圧力降下または吸引抵抗は、フィ
ルターの全長の全体的な吸引抵抗の大半（半分を超える）を供する。これとは別に第２フ
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ィルターセクション１４は、喫煙材源（タバコロッド）を含む喫煙品１０の全体的な吸引
抵抗または圧力降下の大半を定める。換気領域１５の上流の１つ以上のセクションの全体
的な吸引抵抗への貢献は、比較的小さい。空気の進入は、上流セクションだけに対して吸
引抵抗または圧力降下を減少させ、より高い吸引抵抗または圧力降下の下流セクションは
、換気によって影響されない。従って、喫煙品１０を通して全体的な吸引抵抗の比較的高
い部分は、喫煙品１０の換気の変化によって変化しない。換気領域１５の下流の第２フィ
ルターセクション１４の高くなっている密度は、喫煙品１０の全長の全体的な吸引抵抗へ
の増加した換気の効果を減少させる。
【００２１】
　換気レベルが変わると、喫煙品１０を介して空気を引き込む抵抗も変化する。喫煙品１
０に入る換気空気の量が増加すると、全体的な吸引抵抗は減少する。第２フィルターセク
ション１４の比較的高い圧力降下または吸引抵抗（例えば比較的高い密度のフィルター材
によって得られる）は、増加した換気レベルによって生じる全体的な吸引抵抗に比較的小
さい変化をもたらす。従って、換気レベルがユーザーによって選択可能な範囲に亘って変
化すると、喫煙品１０全体の圧力降下または吸引抵抗は、第２フィルターセクション１４
の密度が高いことによって、比較的小さい範囲に亘って変化する。従って、喫煙品の圧力
降下は換気が変化するとより一定になる。
【００２２】
　本発明のいくつかの例では, 第１フィルターセクションは５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ未満の単
位長さ当たりの圧力降下を有する。これとは別に第１フィルターセクションは、４ｍｍＨ

２Ｏ／ｍｍ、３ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ、２ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ、１．５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍおよび
１ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍから選択される値未満の単位長さ当たりの圧力降下を有する。
【００２３】
　本発明のいくつかの例では第２フィルターセクションは、５ｍｍＨ２Ｏ超の単位長さ当
たりの圧力降下を有する。これとは別に第２フィルターセクションは、６ｍｍＨ２Ｏ／ｍ
ｍ、７ｍｍＨ２Ｏ/ｍｍ、８ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ、９ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ、１０ｍｍＨ２Ｏ／
ｍｍ、１１ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍおよび１２ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍから選択される値を超える単位
長さ当たりの圧力降下を有する。
【００２４】
　いくつかの態様において第１フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、１
～５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍであり、第２フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は
、５～１５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍである。いくつかの例では第１フィルターセクションの単位
長さ当たりの圧力降下は５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ未満であり、第２フィルターセクションの単
位長さ当たりの圧力降下は５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ超である。上流フィルターセクションは、
下流フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下より低い単位長さ当たりの圧力降
下を有する。上流フィルターセクションは例示した特定の値のいずれより小さい単位長さ
当たりの圧力降下を有し、下流フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は例示
した特定の値のいずれよりも高い。
【００２５】
　いくつかの例では第２フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、２、３、
４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４および１５の１つから選択され
る少なくとも多値の分、第１フィルターセクションより高い。
【００２６】
　例えば、第２フィルターセクションの単位長さ当たりの第２圧力降下は、第１フィルタ
ーセクションの第１密度より２～１５倍大きく、任意に第２フィルターセクションの単位
長さ当たりの第２圧力降下は、第１フィルターセクションの単位長さ当たりの第１圧力降
下より５～１２倍大きい。
【００２７】
　第１および第２フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、フィルターセク
ションを形成するフィルター材の物理的構造によって決まる（少なくとも部分的に）。第
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１および第２フィルターセクションは、両方ともトウフィラメントを含む繊維材を含んで
もよい。トウフィラメントを含むフィルター材の場合、単位長さ当たりの圧力降下は、特
定の量または長さでのトウフィラメントの量または数によって定めることができる。トウ
重量は特定の容積におけるトウ繊維の量の尺度である。また単位長さ当たりの圧力降下は
、トウフィラメントの断面によって定めることができる。例えば、トウフィラメントは、
Ｘ字状の断面またはＹ字状の断面を有してもよい。また断面積も単位長さ当たりの圧力降
下に影響を与えることができる。トウ重量はフィルターセクション内の繊維材の密度を表
すことができる。また単位長さ当たりの圧力降下は、 製造工程中のフィラメントのひだ
付け（即ち折り曲げ）の量または度合いによって定めることができる。フィルターセクシ
ョンの単位長さ当たりの圧力降下に影響を与えるこれらの要因は、知られており、第１お
よび第２フィルターセクションそれぞれの必要とされる単位長さ当たりの圧力降下を個別
に得るために選択することができる。従って、第１および第２フィルターセクションは、
上記特徴のいずれか１つ以上を種々選択することによって決まる物性を有するフィルター
材を含む。第１および第２フィルターセクションは、第１および第２フィルターセクショ
ンに関して異なる単位長さ当たりの圧力降下を供する所望の特徴、例えば上述の特徴を有
するように形成または処理されたフィルター材を使用して製造される。
【００２８】
　図２はタバコロッド１１および第１フィルターセクション１２がスリーブ１３内で長手
方向軸を中心にユニットとして回転するような寸法を有することを示している。制限手段
（図示せず）が、第１部分および第２部分を固定された長手方向配置に保持し、喫煙品１
０の延伸を防ぐ。従って第１部分は、第２部分に対して長手方向にスライドすることがで
きない、即ちスリーブはタバコユニットに対して長手方向に移動できない。
【００２９】
　換気レベルは、第１フィルターセクション１２に対するスリーブ１３の角度位置を選択
することによって選択することができる。
【００３０】
　いくつかの例では換気領域１５は、角度位置に対して非直線的に大きくなるように構成
されている。換気領域１５は、換気レベルが第１フィルターセクション１２に対するスリ
ーブ１３の角度位置に実質的に直線的に依存するように構成されている。
【００３１】
　いくつかの態様において１つ以上の換気領域１５は、スリーブ１３を第１フィルターセ
クション１２に対して回転させたとき、第１および第２フィルターセクションに対する固
定された長手方向位置を維持する。
【００３２】
　本実施態様では第２フィルターセクション１４は、スリーブ１３内にしっかりと取り付
けられ、固定されている。第２フィルターセクション１４の回転は、第１フィルターセク
ション１２に対するスリーブ１３の対応する回転を生じさせる。
【００３３】
　第１フィルターセクション１２に対する第２フィルターセクション１４の角度位置を色
々選択することによって、スリーブ１３の換気領域１５と第１フィルターセクション１２
の周囲のシート材またはプラグラッパーの換気領域１６間の一致の度合いを選択的に増加
または減少させることができる。従って喫煙品１０の換気レベルを増加または減少させる
ことができる。
【００３４】
　図３は第２の実施態様による喫煙品５０を示している。全体的なレイアウトは、上述の
第１の実施態様に類似しており、同じ部品には同じ参照番号を付し、上述のもの以外の部
品は、変更せずにそのままである。
【００３５】
　図３の実施態様では第２フィルターセクション１４は管状のスリーブ１３内にしっかり
と取り付けられ、固定されている。タバコロッド１１および第１フィルターセクション１
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２は、スリーブ１３内で長手方向軸に沿ってユニットとしてスライドする寸法を有してい
る。換気は第１の実施態様で説明したような回転によってではなく、スリーブ内でタバコ
ユニットをスライドさせることによって変えられる。１つ以上の換気領域は、喫煙品の換
気レベルを決定するために重なるように構成されている。
【００３６】
　スリーブ１３は、第２フィルターセクションの上流に換気開口部または空気透過性材を
含む１つ以上の換気領域５５を含む。スリーブ１３は、通常、空気に対して非透過性であ
り、これにより空気が１つ以上の換気領域を介して喫煙品１０の胴体内に流れることがで
きる。１つの例において、第１換気開口部５５は複数の長手方向に間隔が空けられた開口
部を含む。開口部５５は、スリーブ内で長手方向に可動である非透過性のタバコユニット
の外面によって塞いだり、閉じたりして空気が進入しないようにする。空気の量を変えて
の取り込みは実質的に第２換気領域の上流で行われる。
【００３７】
　これとは別に第１フィルターセクション１２の周囲のシート材またはプラグラッパーは
、換気開口部または空気透過性材を含む一組の換気領域を含む。スリーブの換気開口部５
５と第１フィルターセクション１２の周囲のシート材またはプラグラッパーの対応する換
気領域（図示せず）が位置合わせされると、空気が第１フィルターセクション１２の胴体
内に流れることができる。これら換気領域は、第１フィルターセクション１２に対してス
リーブ１３をスライドさせることによって位置合わせされる。換気レベルは、第１フィル
ターセクション１２に対するスリーブ１３の長手方向位置を選択することによって選択す
ることができる。
【００３８】
　一部の例ではスリーブ１３の換気開口部５５を介して空気は、第２フィルターセクショ
ン１４と第１フィルターセクション１２の間の長さが変わるチェンバー５８内に進入する
。これとは別に換気空気は第１フィルターセクション内に直接、例えば第１フィルターセ
クションの周囲の１つ以上の別の換気領域（図示せず）を介して進入させる。第２フィル
ターセクション１４と第１フィルターセクション１２の間の長手方向距離を種々選択する
ことによって、ユーザーはスリーブ１３の換気開口部５５の開いた領域の一致する度合い
を増減させることができる。相対的なフィルター吸引抵抗およびフィルター密度は、第１
の実施態様で説明したとおりである。
【００３９】
  実施例
　下記表１は、本発明の例による実施例の「喫煙品２」の吸引抵抗の算出された値と比較
した従来の「喫煙品１」の吸引抵抗の算出された値を示している。各喫煙品は、全長２７
ｍｍのフィルターを有し、このフィルターは、フィルターの吸い口端から１６．５ｍｍの
距離の所に空気を進入させる可変換気システムを有する。フィルターは、第１および第２
フィルターセクションから形成され、これらは軸方向に位置合わせされている。吸い口端
側フィルターセクション（第２フィルターセクション）の長さは８ｍｍで、タバコ端部の
フィルターセクション（第１フィルターセクション）の長さは１９ｍｍである。両喫煙品
は、吸引抵抗（圧力降下）が４３．４３ｍｍＨ２Ｏである同一のタバコロッドを有する。
   　　 
【００４０】
　喫煙品１の従来のフィルターは、第１および第２フィルターセクション両方で約５ｍｍ
Ｈ２Ｏ/ｍｍの実質的に均一な単位長さ当たりの圧力降下を有する。長さ１９ｍｍの第１
フィルターセクションの圧力降下は、８５ｍｍ／Ｈ２Ｏであり、長さ８ｍｍの第２フィル
ターセクションの圧力降下は、４０ｍｍ／Ｈ２Ｏである。  
【００４１】
　本発明による実施例である喫煙品２では第２フィルターセクションは、フィルターの吸
い口端に位置する長さ８ｍｍのフィルターセクションであり、８５ｍｍＨ２Ｏの圧力降下
を有する。これは１０.６３ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍの比較的高い単位長さ当たりの圧力降下を
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供する。上流の第１フィルターセクションは、タバコロッドに隣接して１９ｍｍの長さを
有し、比較的低い単位長さ当たりの圧力降下を有する。これは１．０５ｍｍＨ２Ｏ／ｍｍ
の単位長さ当たりの圧力降下を供する。
【００４２】
【表１】

【００４３】
　喫煙品全体（タバコロッドを含む）の圧力降下は、４０％～８０％が換気されている換
気レベルによる換気値で設定される。従来の喫煙品１の場合、圧力降下は、換気が増加す
るにつれて、１３２.２７から９６.１１ｍｍＨ２Ｏに変化する。しかしながら、本発明に
よる喫煙品２では圧力降下は、同じ換気範囲に亘って１２６．６４ｍｍＨ２Ｏから１０４
．８４ｍｍＨ２Ｏまでしか変化しない。従って圧力降下の低下が従来の喫煙品の場合３６
.１６ｍｍＨ２Ｏであるのに対して２１．８ｍｍＨ２Ｏしか低下しなかった本発明は、喫
煙品の換気を変えたとき、圧力降下の変化が小さい（即ちより一定な吸引抵抗）。これら
の結果を図４に示す。
【００４４】
　図５は本発明による喫煙品の製造方法１００を略式に示している。方法１００は第１吸
引抵抗または圧力降下を有する第１フィルターセクションを形成すること（工程１００）
を含む。第１フィルターセクションは、従来のフィルター材、例えばセルロースアセテー
トトウから形成される。第２フィルターセクションは、これとは別に製造される（工程１
２０）。第２フィルターセクションもセルロースアセテートトウから形成されている。第
２フィルターセクションの単位長さ当たりの圧力降下は、第１フィルターセクションの単
位長さ当たりの圧力降下より大きい。任意に第２フィルターセクションの圧力降下は、第
１フィルターセクションの圧力降下より大きい。
【００４５】
　第１および第２フィルターセクションの種々の圧力降下特性は、第１および第２フィル
ターセクションの製造中に決まる。いくつかの態様において、繊維性フィルター材、即ち
トウエレメントは、第１および第２フィルターセクションで異なるように構成される。例
えば、第２フィルターセクションは、第１フィルターセクションより圧縮され、異なる特
徴（即ちより高い密度）を得るために異なる断面および直径を有するトウで形成される。
第１および第２フィルターセクションの圧力降下特性は、喫煙品の使用中実質的に変化ま
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たは変性しない。
【００４６】
　第１フィルターセクションおよび第２フィルターセクションは、１つ以上の追加の部材
で組み立てられ、喫煙品（工程１３０）を形成する。第１および第２フィルターセクショ
ンは、喫煙材源と長手方向に位置合わせされてもよい。あらゆる他の従来のフィルター部
材を喫煙品に加えてもよい。別のフィルター部材の例としては、第３フィルターセクショ
ン、粒状材（例えば炭素、活性チャコール）を含むフィルターセクションまたは中空のセ
クションなどがある。第１および／または第２フィルターセクションは、１つ以上の個別
のフィルターセクション含むものとして考慮してもよい。フィルターセクションは、通常
変化する換気領域の上流および下流にあると考慮してもよい。１つ以上の上流フィルター
セクションは、１つ以上の下流フィルターセクションより低い単位長さ当たりの圧力降下
を有する。
【００４７】
　包装材を喫煙品集合体に使用して部材部品を取り付ける。紙包装材はチッピング紙であ
る。さらにスリーブが喫煙品の周囲に巻かれる。スリーブは、第１フィルターセクション
に対して移動するように構成され、任意に第２フィルターセクションにしっかりと取り付
けられる。
【００４８】
　喫煙品は第２フィルターセクションの上流に選択的に空気の量を変えて空気を進入させ
るように構成されている。例えば、換気開口部は紙ラッパーおよび／または紙スリーブの
最外層に形成される。換気開口部は、機械的切断工具またはレーザーによって形成される
。換気開口部は、喫煙品を組み立てる前に（即ち予め穿孔された開口部）または任意に喫
煙品を組み立てる際に包装材に形成される。
【００４９】
　換気は、第２フィルターセクションの上流で喫煙品に、特に第１フィルターセクション
内に入ることによると説明した。これとは別に換気は、第２フィルターセクション内の少
なくとも部分的に、例えば第２フィルターセクションの上流端に隣接する部分で行っても
よい。第２フィルターセクションの上流および任意に第２フィルターセクションの上流部
（例えば上流の１／４）の両方を含む空気を進入させるための換気位置を実質的に第２換
気領域の上流に位置するものとする。
【００５０】
　フィルターセクションの特性は、単位長さ当たりの圧力降下、単位長さ当たりの吸引抵
抗、圧力降下、吸引抵抗、トウ重量または密度のいずれかの点で定義することができる。
フィルターセクションは、フィルターセクションの長さとは無関係であると考慮してもよ
い吸引抵抗を有するフィルター材の観点から定義することができる。
【００５１】
　本発明の喫煙品は基準換気レベルを供する１つ以上の換気領域を含んでもよい。そのよ
うな換気領域（図示せず）は、大きさが変わらない。 
【００５２】
　種々の問題の対処と技術の発展のため、本開示全体は種々の実施形態を例示的に示して
おり、これらの実施形態では特許請求された発明が実践され、優れた喫煙品を提供するこ
とができる。本開示の利点および特徴は実施形態の単なる代表的な具体例であり、包括的
でも排他的でもない。これらは特許請求された特徴の理解と教示の単なる補助に提供され
ている。当然だが、本開示の利点、実施形態、具体例、機能、特徴、構造、および／また
は他の側面は本開示を特許請求の範囲に規定されたとおりに限定するあるいは特許請求の
範囲の均等物に限定すると考えるべきではなく、本開示の範囲および／または思想から乖
離することなく他の実施形態を利用しても改変してもよいと考えるべきである。種々の実
施形態は、開示された構成要素、成分、特徴、部品、工程、手段他の組合せを適切に備え
ても、これらで構成されても、基本的にこれらで構成されてもよい。また本開示は、現在
は特許請求されていないが将来特許請求される可能性がある他の発明を含む。
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